
崖
間
も
な
く
消
防
車
が

ロ
ハ
シ
ゴ
を
伸
ば
し
放
水

火
勢
が
強
く
、
何
度
も

志
か
ら
炎
が
上
が
っ
た
。

三
時
ビ
ル
地
下
一
階
の
Ｎ

元
室
に
い
た
男
性
壹
遥
は

漢
館
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

空
げ
て
下
さ
い
″
と
い
う

ど
同
室
に
い
た
五
人
が
慌

維
し
た
。
研
究
室
に
は
高

元
稚
材
が
あ
る
の
に
水
浸

ナ
ャ
メ
チ
ャ
で
す
」
と
話

し
後
の
自
準
者
捜
し
は
思

に
進
ま
ず
、
池
な
ど
の
捜

も
手
掛
か
り
は
得
ら
れ
て

た
ら
煙
が
充
満
、
ほ
と
ん

か
見
え
な
か
っ
た
。
び
っ

Ｌ
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
と

Ｉ
の
女
子
職
員
が
上
が
っ

非
常
口
ま
で
誘
導
し
て
く

墨
が
詰
ま
っ
て
死
ぬ
か
と

一
と
恐
怖
の
表
情
。

亦
な
火
が
ビ
ル
三
階
の
窓

か
り
へ
黒
煙
が
空
高
く
上

〈
東
南
ア
秤
陞
焼
く

》
〕
四
日
午
後
十
時
ご
ろ
、

些
京
区
吉
田
下
阿
達
町
四

副
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究

‐
南
椋
か
ら
出
火
し
た
。

叩
消
防
局
が
消
火
に
当
た

牢
工
時
二
士
一
分
、
南

三
階
部
分
約
五
百
五
十

迄
焼
き
鎮
火
し
た
。

わ
ゃ
ん
は
身
長
約
一
僻
。

巨
白
、
坊
ち
ゃ
ん
刈
り
で
、

極
の
入
っ
た
黒
の
セ
ー
タ

巴
の
ズ
ボ
ン
、
グ
レ
ー
の

筐
履
い
て
い
る
。

て
1
－

一

四
日
午
後
五
時
ご
ろ
西
宇
和
郡

三
崎
町
高
浦
の
堀
田
建
設
三
崎
支

店
の
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
用
空
き
地

一
に
、
米
海
軍
沖
縄
普
天
間
基
地
所

一
属
の
二
人
乗
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

（
ベ
ル
Ａ
Ｈ
ｉ
ｌ
型
機
）
が
燃
料

不
足
の
た
め
不
時
醤
し
た
。
・

一
八
幡
浜
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、

才
乗
員
は
カ
ー
ク
・
キ
ャ
ス
テ
ー
ル

一
一
大
尉
壹
も
と
マ
ー
ク
・
ミ
ラ
ー
ド

赴
少
諺
信
上
九
ｋ
に
言
二
入
力

取
り
残
さ
れ
、
濾
防
の
は
し
ご
車

な
ど
で
救
出
さ
れ
た
．
当
時
、
五

階
の
大
阪
土
貿
試
験
所
に
い
た
女

性
職
員
の
稲
村
元
美
さ
ん
（
二
三
）
は

火
災
報
知
機
の
音
の
よ
う
な
も
の

で
火
事
に
気
が
つ
い
た
。
ま
だ
煙

が
来
て
い
な
か
っ
た
非
常
階
段
か

ら
あ
わ
て
て
避
雄
し
た
が
、
ビ
ル

の
外
に
出
る
と
逃
げ
遅
れ
た
人
が

北
側
の
窓
か
ら
助
け
筵
求
め
て
い

た
と
い
う
。

は
し
ご
軍
三
台
が
四
階
や
六
階

に
は
し
ご
を
つ
け
、
次
々
と
助
け

下
ろ
し
た
。
四
階
で
は
中
小
企
業

の
新
入
社
員
の
合
同
研
修
中
で
女

性
三
十
五
人
を
含
む
九
ナ
六
人
が

取
り
残
さ
れ
た
が
、
誘
導
で
全
員

が
落
ち
着
い
て
は
し
ご
車
を
伝
っ

三
崎
町
の
空
き
地
に

米
軍
ヘ
リ
不
時
着

中
尉
（
二
迄
の
二
人
．
同
機
は
同
日

午
前
七
時
、
沖
縄
県
の
普
天
間
基

地
を
出
発
、
鹿
児
島
県
の
鹿
屋
基

地
を
経
て
山
口
県
の
岩
国
基
地
に

向
か
う
途
中
だ
っ
た
が
、
霧
の
た

め
飛
行
コ
ー
ス
を
は
ず
れ
、
燃
料

不
足
と
な
り
不
時
着
し
た
。
佐
田

岬
灯
台
職
員
の
話
で
は
「
午
後
五

一
時
こ
ろ
は
雨
で
、
視
界
十
鐡
以
内

と
渡
霧
で
は
な
い
が
、
非
常
に
見

【
大
阪
】
大
阪
市
西
淀
川
区
野

里
ニ
ノ
ニ
ノ
ニ
、
昌
和
自
動
車
（
奥

（
｜
△
胞
一
訓
倖
へ
ル
カ
喋
乏
て
ド

ア
を
開
け
た
が
、
煙
が
一
気
に
部

屋
の
中
に
入
り
込
み
、
何
も
見
え

な
く
な
っ
た
。
は
し
ご
車
が
来
る

ま
で
二
十
分
ぐ
ら
い
待
ち
、
自
分

が
降
り
る
順
番
を
い
ら
だ
ち
な
が

「
ボ
ル
シ
エ
買
う
Ｌ
と
連
れ
出
し；

埋め立て地に不時着した米海兵隊のヘリコフ･ター

え
に
く
い
気
象
状
態
だ
っ
た
」
と

い
う
。ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
乗
員
は
同

夜
、
不
時
雷
地
点
に
仮
泊
、
五
日

天
候
が
回
復
す
れ
ば
沖
縄
か
ら
の

給
油
救
援
ヘ
リ
を
待
ち
、
岩
国
基

地
へ
向
か
う
予
定
。
八
幡
浜
署
で

は
乗
興
と
雛
体
保
護
の
た
め
署
員

十
人
を
派
遮
、
徹
夜
で
鑿
戒
に
当

た
っ
た
。

【
宇
都
宮
〕
四
日
午
後
九
時
半

ご
ろ
、
宇
都
宮
市
陽
南
の
糖
神
病

院
・
報
徳
会
宇
都
宮
病
院
（
石
川

文
之
進
院
長
）
で
、
入
院
中
の
精

神
病
男
性
患
者
が
病
棟
二
階
か
ら

飛
び
下
り
た
。

発
見
者
か
ら
の
通
報
で
、
同
市

消
防
本
部
の
救
急
車
が
出
動
、
患

者
を
市
内
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

坊
勝
社
長
）
の
外
車
セ
ー
ル
ス
マ

ン
平
井
真
さ
ん
（
二
八
）
Ｉ
大
阪
府
吹

田
市
山
田
西
一
ノ
三
一
Ｉ
が
一
日

午
後
、
店
を
訪
れ
た
客
と
西
ド
イ

｜
オ
、
と
と
釦
Ｖ
言
と
信
院
に

大
阪
府
庁
本
館
四
階
の
企
業
局
空

港
対
策
部
前
の
廊
下
に
真
っ
赤
な

火
柱
が
上
が
っ
た
Ｐ
執
務
中
の
職

員
約
十
人
が
は
じ
か
れ
た
よ
う
に

廊
下
へ
１
．
廊
下
を
挟
ん
だ
企
画

あ
の
宇
都
宮
病
院
で

患
者
飛
び
降
り
図
る

要
二
二
雪
犀
コ
ニ
雪
雷
諄
冨
畠
冨
二
豈
旱
『
雪
壷
二
室
舅
・
二
二
二
二
一
ま
き
二
一
二
三
三
二
二
幸
言
壹
二
二
二
二
二
三
圭
二
室
三
二
二
二
二
二
雪
二
二
二
二
章
二
『
豊
冨
雲
二
二
二
宅
毒
写
三
室
』
二
‐
雲
望
二
雪
二
二
雲
言
一
『
二
二
雪
邑
二
言
豈
言
冨
二
竜

平 井真さん

佐
田
岬
半
島
へ
の
米
軍
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
不
時
識
頚
故
は
こ
れ
が

三
回
目
。
五
十
四
年
と
、
五
十
六

年
三
月
に
は
保
内
町
川
之
石
の
保

内
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
今
回
と
同
じ

く
沖
縄
の
米
海
軍
基
地
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
三
機
が
、
天
候
不
良
と
燃

料
不
足
の
た
め
不
時
糠
、
ま
る
二

日
間
も
同
校
運
動
場
を
占
拠
す
る

形
と
な
り
へ
同
町
で
は
、
二
度
と

に
収
容
し
た
。
命
は
取
り
留
め
る

も
よ
う
。

同
病
院
は
、
昨
年
四
月
と
十
二

月
に
、
看
謹
職
員
ら
が
入
院
患
者

を
リ
ン
チ
、
死
亡
さ
せ
た
と
し
て

三
月
二
十
九
日
、
五
人
の
看
護
職

員
ら
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
乱
脈
医

鍛
が
問
題
化
し
て
い
る
。

ツ
製
高
級
外
車
ボ
ル
シ
ェ
に
試
乗

に
出
た
ま
ま
行
方
不
明
に
な
っ

た
。
大
阪
府
鶏
捜
査
一
課
の
西
淀

川
署
捜
査
本
部
は
、
客
の
神
戸
市

く
鳴
り
、
ハ
ン
カ
チ
を
口
に
当
て

な
が
ら
逃
げ
惑
う
女
子
職
員
。

「
と
う
と
う
府
も
狙
わ
れ
た
か
」

と
声
を
落
と
し
て
同
僚
と
言
葉
を

緬
垂
型
墓
茜
晒
窪
亟
二
宝
聖
③
冨
⑧

燃料切れ

細川 修

數
育
施
設
に
不
時
謝
し
な
い
よ
う

米
軍
に
申
し
入
れ
た
こ
と
が
あ

一
旬
。 霊

蕊
栫
隻
一
）
劉
《
帯

べ
て
い
た
が
四
日
夜
「
神
戸
の
弓
の

鑑
纈
錨
鰕
籟
蝿
塞
犀

自
供
し
た
た
め
同
日
午
後
十
一
時
ぼ

四
十
五
分
、
殺
人
の
疑
い
で
逮
捕
屋

し
た
。
捜
査
本
部
は
細
川
を
追
及
、

平
井
さ
ん
の
遺
体
確
認
を
急
い
で
Ｒ

い
る
。
自
供
に
よ
る
と
、
細
川
は
一
日

午
後
一
時
半
ご
る
、
平
井
さ
ん
が
諺

勤
め
る
同
社
展
示
場
に
新
車
の
赤
こ

い
ポ
ル
シ
ェ
を
買
い
た
い
、
と
訪
白

れ
、
平
井
さ
ん
と
二
人
で
こ
の
車
が

に
乗
り
込
み
、
試
乗
に
出
た
。
涯

同
二
時
半
ご
ろ
、
神
戸
の
自
宅

に
連
れ
込
み
、
四
錘
半
の
間
で
平
一

井
さ
ん
が
机
に
向
か
っ
て
契
約
雷
非

を
作
成
中
、
後
頭
部
を
角
材
で
殴
認

っ
て
殺
害
、
趣
体
を
車
で
運
ん
で

捨
て
た
。

同
社
は
平
井
さ
ん
が
一
日
夜
に

な
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
た
め
二

ら
驍
劃
と
会
誌
牛
だ
て
た
匪
和
壮

一
企
画
部
長
は
昼
過
ぎ
現
場
へ
駆瀞

け
つ
け
「
知
事
と
話
し
た
が

れ
で
新
空
港
計
画
の
方
針
が

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と

湛
増
壗
礪
通

鼬
』曉

丸
手
戸
「
》羊

日
割
、
〕
一
一
上

一
蕊
帝

芦
の
弓
の

一
癖
雫
塞
犀

千
一
時
ぼ

で
逮
捕
屋

一一､－－．－~~一ー~一一
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〆
二
１
１
メ
ゴ
半
身
ｇ
低
Ｊ
イ
ｊ
Ｌ
１
で
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｉ
０
ｊ
０
１
Ｉ
１
ｉ
旬

雪
害
』
三
口
童
三
三
三
三
言
・
・
舎
員
三
三
三
言
言
・
・
三
三
三
房

剛
↑
・
伽
、

同
気
象
台
が
三
月
二
十
一
日
，
伽
。

発
表
し
た
關
花
予
想
日
も
こ
叩川
ｃ

艫
蠅
螺
蹄
唾
嶋
呼

て
も
続
い
た
春
寒
が
、
つ
ぼ
州
皇

み
の
ほ
こ
ろ
び
を
た
め
ら
わ
”
塁一

さ
せ
て
い
た
わ
け
●
そ
ん
な
、

か
た
く
な
な
気
候
を
、
四
’

五
日
と
続
い
た
春
雨
が
一
気

に
打
ち
破
っ
た
感
じ
。
こ
の

〃
お
侍
た
せ
開
花
″
を
も
た

ら
し
た
雨
は
、
五
日
午
後
に

は
桜
の
便
り
を
残
し
て
遠
ざ

か
り
、
日
中
の
最
高
気
温
も

開
花
を
う
な
が
す
よ
う
に
平

年
比
一
・
九
度
高
い
一
九
度

に
上
昇
し
た
。

▽
・
・
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
染

ま
っ
た
松
山
市
の
堀
之
内
公

園
、
道
後
公
園
、
城
山
公
園

一
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
こ
れ

．
◇
か
ら
ヨ
ー
イ
ド
ン
で
満
開
へ

罰
Ｉ
恥
婚
蝉
謂
誹
』
睡
函
幅
轆
》
》
縦
皿
唖
碓
》
》
喧
一
》
》
岬
罐
御
渥
諏
励
帥
，

平
詫
命
争
塑
■
引
頻
閏
栽
鞠
甜
碧
暉
■
■
■
に
α
叩
４
α
兇
日
‐
閣
迩
顕
鯛
剥
誕
評
塞
癖
醗
群
》

甲
ら
第川I

吟
号
藩
乢
墜
菫
緤
蕊
唯
憲

’

し
姿
最
も
踊
り
上
手
だ
っ
た
と
し
て
家

は
少
な
か
つ
矧
痢
判
瑠
呵
舸
づ
ぱ
元
か
ら
〃
免
許
状
″
が
お
く
ら
れ

い
に
「
ヨ
ヨ
イ
ノ
ヨ
イ
」
の
声
が
た
。
こ
の
ほ
か
技
能
愛
に
森
節
子

飛
び
交
い
、
こ
こ
だ
け
は
春
本
番
さ
ん
（
伊
予
民
踊
研
究
会
Ⅱ
松
山
）

と
い
っ
た
ム
ー
ド
。

演
技
賞
に
前
田
敏
子
さ
ん
宕
丸

今
年
は
松
山
の
ほ
か
八
幡
浜
、
民
謡
本
部
）
熱
演
賞
に
加
納
あ
き

大
洲
、
西
条
、
伊
予
市
な
ど
か
ら
子
さ
ん
（
伊
予
民
踊
研
究
会
）
が

計
三
十
チ
ー
ム
が
出
場
。
本
家
野
々
選
ば
れ
た
。

交
通
死
亡
事
故
が
激
増
し
て
い
昨
年
同
期
（
四
日
現
在
）
に
比
べ

る
中
、
六
日
か
ら
善
の
全
国
交
通
歩
行
者
、
特
に
子
供
、
老
人
や
自

安
全
運
動
が
始
ま
る
（
十
五
日
ま
転
車
な
ど
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の

で
）
・
県
警
で
は
、
既
に
一
日
か
ら
死
亡
者
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、

死
亡
率
故
ス
ト
ッ
プ
へ
総
力
体
制
原
付
き
、
自
動
二
輪
を
加
え
た
事

に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
期
間
中
故
防
止
が
大
き
な
柱
に
な
る
。
ま

「
気
く
ば
り
と
ゆ
と
り
で
築
こ
た
今
回
は
特
に
、
二
○
％
前
後
と

う
伊
予
路
の
安
全
」
を
ス
ロ
ー
み
ら
れ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
善
用
率

ガ
ン
に
関
係
擬
関
の
協
力
を
得
て
の
低
さ
に
注
目
、
県
内
名
署
管
内

よ
り
強
力
な
運
動
を
展
開
、
交
通
に
拠
点
を
設
け
て
雷
用
の
指
導
を

・
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
呼
び
強
化
す
る
．

か
け
る
。
（
７
面
に
関
連
記
事
）
．
運
動
期
間
中
の
行
事
と
し
て
は

‐
肌
腿
掴
吻
喧
鏡
胆
艤
瀧
師
野
触
脆
ｆ
剛
胆
伽
砿
舶
雌
舩
馳
肺
鞭
肺
賑
い

今
治
謡
の
調
べ
包
憾
、
向
ざ
芯

夫
婦
は
二
日
午
前
十
時
ご
ろ
家
を

出
た
ま
ま
行
方
が
分
秒
皐
入
家

族
が
松
山
西
署
へ
捜
索
願
を
出
し

捜
し
て
い
た
。
現
場
の
状
況
か
ら

向
さ
ん
夫
婦
は
、
空
き
地
に
止
め

と
事
司
さ
プ
コ
ペ
ソ
ガ
ス
こ
ｋ
差

い
る
。

＃
毒
走
図
腫
に
た
冒
一
寸
暹
一
粒
ｕ
』

個
人
の
部
で
は
、
藤
原
俊
彦
さ
ん

現
場
か
ら
焼
い

弾
の
原
料
検
出

大
阪
の
同
時
放
火
事
件

『
大
坂
】
大
坂
科
学
庚
術
セ
ン

’
一
装
殴
歴
使
っ
て
い
潅
可
能
樫
祁
表

１
１
ぎ
い
と
み
て
調
べ
て
い
角

同
捜
査
本
部
の
調
べ
で
睦
大

）
焼
い
阪
府
庁
四
階
の
空
港
対
策
部
前
ロ

洞
検
出
一
ツ
カ
ー
に
睦
ガ
ソ
リ
ン
よ
う
の

癌
放
火
事
件
も
の
の
入
っ
た
ボ
リ
容
器
（
約
五

墜
一
凌
術
セ
ン
両
哩
二
個
と
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
リ

ド
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
．

荊
こ
の
間
県
内
全
域
で
一
日
平
均
警

察
官
、
交
通
巡
視
員
・
指
導
員
や

母
の
会
な
ど
計
一
万
千
五
百
余
人

が
街
頭
に
出
て
交
通
安
全
を
訴
え

る
。
ま
た
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
な

ど
車
両
一
言
十
台
が
出
動
す
る
。

四
日
現
在
ま
で
の
今
年
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
千
七
百
四
十
九

件
（
前
年
同
期
些
壬
ハ
件
増
）
．

死
者
は
四
十
五
人
（
同
十
四
人

増
）
、
傷
者
は
二
千
百
六
十
四
人

僧
臘
胤
惟
鳴
＃

シ
張
芳
峰
フ
あ
こ
う
〃
フ
・
ン
ぐ
だ
ヨ

ー
ズ
（
政
治
工
作
）
は
こ
の
と
こ

ろ
活
発
化
、
昨
年
は
四
月
に
フ
ラ

ン
ス
政
府
が
外
交
官
ら
四
十
七
人

の
大
量
追
放
措
鍾
を
と
っ
た
の
を

は
じ
め
、
各
国
か
ら
約
百
五
十
人

が
国
外
追
放
処
分
を
受
け
、
日
本

で
も
六
月
駐
日
ソ
連
大
使
館
員
の

ビ
ノ
グ
ラ
ー
ド
フ
一
等
害
記
宮

が
、
高
度
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
情

報
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
初
め
て

国
外
退
去
と
な
っ
て
い
る
。

県篝本部に下

がった篝の全
国交通安全運
動のスローガ

ン垂れ幕

三
崎
町
空
き
地
に
不
時
着

四
日
夕
、
西
宇
和
郡
三
崎
町
高

浦
の
空
き
地
に
燃
料
不
足
の
た
め

不
時
着
し
た
米
海
兵
隊
の
沌
繧
普

天
間
基
地
所
属
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
ベ
ル
Ａ
Ｈ
ｌ
ｌ
型
」
（
カ
ー
ク
・

キ
ャ
ス
テ
ー
ル
機
長
ら
二
人
乗
り

俎
孜
）
は
五
日
午
後
三
時
五
十
分
、

旧
踊
隈
陛
刷
州
偏
陶
黙
后
闇
託
扇
帽
上
河

七
人
（
同
四
人
増
）
な
ど
が
目
立

っ
て
い
る
。
。

賎
間
に
壕
穏
口
シ
ガ
ー
領
天
井

の
一
部
を
焦
が
し
た
だ
け
で
、
円

筒
形
容
器
の
横
に
趣
い
て
い
た
ボ

リ
容
器
に
引
火
せ
ず
、
大
事
に
至

ら
な
か
っ
た
と
み
て
い
る
。

テ
ル
ミ
ッ
ト
は
酸
化
鉄
と
ア
ル

ミ
の
粉
を
混
合
し
た
も
の
で
、
箸

米
軍
へ
り
離
陸

(5日・15園

鍛高蕊駿低瀧天気
松山19.017111.37.4"
高松18．916．510．86．2曇
高知22．218912．7．8．7曇
札幌8．78．30．4－0．2曇
仙台7．313．26．43．3雨
東京13．616．711．58．0曇
新潟､13.113.29.07.9雨
名古屋13217．310．76．7雨
大阪17．717．31188．3晴
岡山16．717．011．75．4曇
福岡19．917．215．3．8．2曇
鹿児島24.119.517.19.6雨
那覇．26．722．823．117．4曇

県内

は
服
務
上
の
問
題

都
、
住
民
の
監
査
請
求
却
下

塞
家
都
監
査
委
員
は
五
日
、
公

立
学
校
教
師
の
進
学
塾
ア
ル
バ
イ

ト
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
に
対

し
「
都
教
委
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か

は
服
務
上
の
問
題
で
、
財
務
会
計

上
の
行
為
で
は
な
く
、
住
民
監
査

請
求
の
対
象
外
で
あ
る
」
と
却
下

し
た
。
三
月
十
九
日
、
大
田
区
民
が
「
四

谷
大
塚
進
学
教
室
で
、
都
内
の
公

立
小
、
中
、
高
校
の
現
職
教
師
が

程
、
餅
河
で
７
ル
パ
イ
ト
を
し
に
い

‐
１
Ｉ
Ｊ
Ｉ
、
両
‐
４
名
・
軋
宇
宮
田
●
高
一
睡
」
胸
叩
琶
畢
山
豊
卸
卯
湧
が
基
刺
嬰
証
苛
咀
Ｊ
、
‐

た
”

同
署
の
調
べ
に
対
し
、
Ａ
は
「
ゲ

ー
ム
代
や
参
考
書
を
買
い
た
か
っ

た
が
、
・
小
遣
い
が
少
な
い
の
で
盗

み
に
入
り
、
証
拠
を
消
す
た
め
放

一
火
地
韮
娃
註
蕾
華
馳
淀
か
稻
蕊
罰
一
正

三燃ら

腰臼
くて)､ろ善U>
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